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コー君  「あ！ミツバチですね。」 

モンタ博士「そうだ。みんなは『ミツバ 

チ』というと何
なに

を思
おも

い出
だ

す？」 

コー君  「みなしごハッチ！」 

夕ちゃん 「みつばちマーヤの大
だい

冒険
ぼうけん

」 

コー君  「それから、クマのプーさんの 

ハニーハントなどでーす。」 

夕ちゃん 「それから、あまくておいしい『ハチミツ』でーす。」 

コー君  「レンゲソウのはちみつっておいしいよね。」 

夕ちゃん 「ミツバチはいろいろなお花
はな

の蜜
みつ

を集
あつ

めに来
く

るんですね。」 

モンタ博士「でもね、ミツバチは決
き

まった一種類
しゅるい

だけの花
はな

に来
く

るのを知
し

っていたかな。」 

コー君  「ぼく知
し

らなかった。でも、どうしていろいろな花
はな

から蜜
みつ

を集
あつ

めないの。」 

モンタ博士「それは、蜜
みつ

のありかがわかる花
はな

の方
ほう

が、蜜
みつ

をたくさん集
あつ

められるからさ。」 

夕ちゃん 「そうなんですか。ところで、花
はな

の蜜
みつ

って、そんなにたくさんはありませんよ 

ね。ミツバチはどうやって、どのくらいの蜜
みつ

を集
あつ

めるのですか。」 

モンタ博士「ある研究
けんきゅう

記録
き ろ く

によると、一つの花
はな

で 0.2ｍｇ
ミリグラム

の蜜
みつ

をとり、２５０個
こ

程
ほど

の花
はな

か 

ら５０ｍｇくらいの蜜
みつ

を集
あつ

めるそうなんだ。」 

コー君  「へえー。でもミツバチって小
ちい

さいでしょ。どのくらいの体重
たいじゅう

なんですか。」 

モンタ博士「約
やく

８０ｍｇくらいなんだ。」 

夕ちゃん 「うわー、自分
じ ぶ ん

の体重
たいじゅう

の半分
はんぶん

以上
いじょう

のハチミツを集
あつ

めるなんて大変
たいへん

ですね。」 

モンタ博士「そうなんだよ。これもある研究
けんきゅう

記録
き ろ く

からなんだけど、３０分
ぷん

くらいで 1回
かい

の 

      蜜
みつ

を集
あつ

め、それを一日
いちにち

に１０数回
すうかい

も行
おこな

うそうなんだ。」 

コー君  「大変
たいへん

なんですね。それに、花
はな

のある場所
ば し ょ

なども忘
わす

れないんでしょ。」 

モンタ博士「これも研究
けんきゅう

記録
き ろ く

にあるけど、ミツバチにはすぐれた学習
がくしゅう

能力
のうりょく

や記憶力
きおくりょく

がそ 

ミツバチ 



      なわっているらしいのさ。同
おな

じ種類
しゅるい

の花
はな

だけを選
えら

んで、効率
こうりつ

よく花
はな

の蜜
みつ

や花
か

 

      粉
ふん

を集
あつ

めたり、蜜
みつ

のでる時刻
じ こ く

まで記憶
き お く

しているらしいんだ。」 

夕ちゃん 「すごい。小
ちい

さなハチが大
おお

きな仕事
し ご と

をするんですね。」 

コー君  「あの－。モンタ博士、ミツバチが花
はな

の 

蜜
みつ

や花粉
か ふ ん

を集
あつ

めたりって言ったでしょ。 

      花粉
か ふ ん

も集
あつ

めるんですか。ミツバチが集
あつ

 

めるのは、蜜
みつ

だけではないのですか。」 

モンタ博士「そうなんだ。花粉
か ふ ん

はね、ミツバチの 

幼虫
ようちゅう

たちにとって、とても大切
たいせつ

な食
た

べ物
ぶつ

でもあるんだね。」 

夕ちゃん 「モンタ博士
は か せ

、ミツバチたちは、どうやって、花粉
か ふ ん

をあつめるのですか。」 

モンタ博士「花粉
か ふ ん

を専門
せんもん

に集
あつ

めるミツバチは、花
はな

のおしべでできた花粉
か ふ ん

を大
おお

あごと前足
まえあし

で 

かき落
お

とし、口
くち

からはいた蜜
みつ

で少
すこ

しねばりけをつけるんだ。」 

コー君  「ミツバチの体
からだ

が、羽毛
う も う

のように枝
えだ

分
わ

かれした毛
け

がふさふさと生えているのは、 

      花粉
か ふ ん

がくっつきやすくするためなんですね。」 

モンタ博士「そして、集
あつ

めた花粉
か ふ ん

を後
うし

ろ足
あし

につけるのさ。その後
うし

ろ足
あし

の部分
ぶ ぶ ん

を花粉
か ふ ん

バスケ 

ットといい、まとめたものを花粉
か ふ ん

だんごというんだよ。上
うえ

の写真
しゃしん

をよく見
み

て！」 

夕ちゃん 「どのくらいの花粉
か ふ ん

を集
あつ

めるのですか。」 

モンタ博士「花
はな

から花
はな

へと回
まわ

っているうちに、だんだん大
おお

きくなってね、1回
かい

の花粉
か ふ ん

集
あつ

め 

には３０個
こ

くらいの花
はな

を回
まわ

るそうなんだ。そして、両方
りょうほう

の足
あし

の花粉
か ふ ん

バスケ 

ットに１０～２５ｍｇの花粉
か ふ ん

だんごを集
あつ

めるのさ。」 

コー君  「片方
かたほう

の足
あし

に２０ｍｇとして、両方
りょうほう

だから４０ｍｇだ。自分
じ ぶ ん

の体
たい

重
じゅう

が８０ 

ｍｇとすると、やっぱり半分
はんぶん

くらいの重
おも

さを持
も

つということですね。」 

夕ちゃん 「小
ちい

さなミツバチなのに、本当
ほんとう

によくがんばるね。よく働
はたら

くね。感心
かんしん

だわ。」 

蜜はどこにためるのか？花粉はどうやってあつめるのか？ 

 ミツバチは、花の蜜を蜜胃という所に蓄えます。蜜がたまると、蜜胃はおなかいっぱいにふくれます。蜜

胃と腸の間には肉質の弁のようなものがあり、蜜がたまると自然に閉じるようになっているそうです。なお、

働きバチはおなかがすいても花の蜜をえさにすることはできないそうです。 

 ミツバチの後ろ足の裏側には、毛が生えたブラシのようになっていて、このブラシで体のあちこちについ

た花粉をすきとります。すきとった花粉は、両方の足でこすりあわせ花粉バスケットにおしこめます。くぼ

んだ花粉バスケットの中につめこまれ、花粉バスケットはだんだんと大きくなっていきます。 

花粉だんご 


